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皆さんのご意見をお聞かせください。
新体育館整備基本計画に関する市民説明会

市公式スポーツ施設整備計画に基づき、新たな総合体育館の建設に向けて
「南部総合公園再整備及び新体育館整備基本計画」の策定を進めています。こ
の基本計画に関する市民説明会を次のとおり開催しますので、気軽に参加くだ
さい。

なお、いずれも説明内容は同じですので、都合の良い日に参加してください。

開催日 時間 会場
第１回 7 月 24 日 日 午後３時～ 市役所４階 大会議室
第２回 7 月 26 日 火 午後７時～ 明科支所 会議室３
第３回 7 月 27 日 水 午後７時～ 三郷公民館 講義室
第４回 7 月 28 日 木 午後７時～ 堀金公民館 会議室１
第５回 7 月 29 日 金 午後７時～ 市役所４階 大会議室
第６回 8 月 1 日 月 午後７時～ 穂高公民館 会議室１・２

※説明会は約２時間、説明終了後、質疑応答の時間を予定しています。

問生涯学習課スポーツ推進担当
471・2467（直通）　471・2000（代表）671・2338

お近くの
会場へ

豊科南部総合公園
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受
験
資
格
③
社
会
福
祉
主
事
任
用
資

格
お
よ
び
介
護
支
援
専
門
員
資
格

▽
介
護
支
援
専
門
員　

介
護
支
援
専
門

員
資
格
を
有
す
る
人

▽
看
護
職
員　

昭
和
41
年
4
月
2
日
以

後
に
生
ま
れ
た
人
で
、
看
護
師
ま
た

は
准
看
護
師
の
資
格
を
有
す
る
人

▽
介
護
職
員　

昭
和
46
年
4
月
2
日
以

後
に
生
ま
れ
た
人
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
有
す
る
人

①
介
護
福
祉
士
資
格
ま
た
は
受
験
資

格
②
社
会
福
祉
士
資
格
ま
た
は
受
験

資
格
③
ヘ
ル
パ
ー
2
級
以
上
の
資
格

お
よ
び
老
人
福
祉
施
設
で
の
介
護
経

験
が
6
カ
月
以
上

▽
栄
養
士　

昭
和
46
年
4
月
2
日
以
後

に
生
ま
れ
た
人
で
、
管
理
栄
養
士
の

資
格
を
有
す
る
人

※
各
資
格
は
、
平
成
29
年
3
月
末
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
も
の
を
含
む
。

※
学
生
は
、
平
成
29
年
3
月
末
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人
に
限
り
ま
す
。

●
採
用
人
数　

い
ず
れ
も
若
干
名

●
勤
務
場
所　

松
本
市
、
塩
尻
市
、
東

筑
摩
郡
、
木
曽
郡
に
あ
る
い
ず
れ
か

の
組
合
施
設

●
第
１
次
試
験　

9
月
3
日
（
土
）

●
申
し
込
み　

組
合
各
施
設
お
よ
び
事

務
局
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桔

梗
荘
内
）。
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

uhttp://aoihato.com
/

に
あ
る

申
込
書
に
記
入
の
上
、
8
月
8
日

（
月
）
～
23
日
（
火
）（
受
付
時
間
は
、

午
前
9
時
～
午
後
5
時
）
の
間
に
、

本
人
が
直
接
事
務
局
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

募
集
す
る
職
種
お
よ
び
受
験
資
格
は

い
ず
れ
も
普
通
自
動
車
免
許
が
あ
り
、

各
職
種
に
必
要
な
資
格
を
有
す
る
人

▽
生
活
相
談
員　

昭
和
46
年
4
月
2
日

以
後
に
生
ま
れ
た
人
で
、
次
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

①
社
会
福
祉
士
資
格
ま
た
は
受
験
資

格
②
精
神
保
健
福
祉
士
資
格
ま
た
は

乳幼児や高齢者の熱中症に注意しましょう宝くじを販売中です 中小企業退職金共済制度をご利用ください
　熱中症は、夏の強い日差しの下で運動や作業をする時だけなるのではありません。
特に乳幼児や高齢者は冷房のない室内や車中に長時間いると熱中症になるので、注意しましょう。
●熱中症予防のポイント
▷こまめに水分や塩分を補給する。▷外出時は日傘や帽子を利用し、日陰等でこまめに休憩をとる。
▷室内では、扇風機やクーラーで、温度、湿度を調整する。
●熱中症が疑われたら
▷涼しい環境に避難し、水分と塩分を補給する。スポーツドリンクは大変有効です。
▷衣服を脱ぎ、身体を冷やす。氷のう等が用意できれば首、脇の下、太ももの付け根等に当てる。
▷反応が鈍くなり、自力で水が飲めないような状態になってしまった場合は、ただちに 119 番通報し、救急車

を要請してください。
問豊科消防署（472・3145）穂高消防署（482・3262）梓川消防署（478・2090）
　明科消防署（462・2992）松本広域消防局予防課（425・1599）

　市町村振興宝くじ「サマージャンボ宝くじ」を市内宝く
じ売り場などで発売しています。この宝くじの収益金は、
市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。
●販売期間　7 月 6 日（水）～ 29 日（金）
●抽選日　　8 月 9 日（火）
※宝くじの収益金は、長野県の販売実績により配分

されますので、県内の売り場でお求めください。
問政策経営課企画担当

（471・2401　671・5155）

　中退共制度は、中小企業で働く従業員のための外
部積立型の退職金制度です。
　掛け金の一部の国からの助成や税法上の優遇など、
有利な特典がありますのでご利用ください。

問（独）勤労者退職金共済機構　中小企業退職金共
済事業本部　403・6907・1234

●
選
考
方
法　

提
出
さ
れ
た
申
込
書
お

よ
び
小
論
文
に
よ
り
書
類
選
考
し
、

決
定
し
ま
す
。

●
募
集
期
限　

8
月
5
日
（
金
）
必
着

●
小
論
文
テ
ー
マ　
「
今
後
10
年
間
の

当
市
の
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
は

避
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
中
で
地
域
の

活
力
維
持
が
求
め
ら
れ
る
。
地
域
の

活
力
維
持
が
図
れ
る
よ
う
な
第
２
次

市
総
合
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
市
総
合
計
画
審
議
会
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
議
論
が
有
効
か
。」あ
な

た
の
考
え
を
述
べ
て
く
だ
さ
い
。（
地

域
の
活
力
維
持
の
た
め
の
施
策
提
案

を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

８
０
０
字
程
度
で
９
０
０
字
以
内
・

様
式
自
由
）

※
申
込
書
は
政
策
経
営
課
か
各
支
所
地

域
課
窓
口
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
８
１

（
住
所
記
載
不
要
）政
策
経
営
課　

企

画
担
当
（
市
役
所
2
階
�
番
窓
口
）

介
護
保
険
事
業
の
適
切
な
運
営
と
高

齢
者
に
対
す
る
福
祉
施
策
全
般
に
つ
い

て
協
議
す
る
た
め
「
市
介
護
保
険
等
運

営
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ

の
協
議
会
で
3
年
ご
と
に
改
定
す
る

「
市
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事

業
計
画
」
の
策
定
や
評
価
、
施
策
の
円

滑
な
実
施
を
協
議
す
る
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
30
年
3

月
31
日
ま
で

●
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
す
る
40
歳

以
上
の
人
（
被
保
険
者
）

●
報
酬　

市
が
規
定
す
る
額

●
応
募
方
法　

申
込
書
と
小
論
文
「
こ

れ
か
ら
の
介
護
保
険
に
つ
い
て
」（
８

０
０
字
以
内
、
書
式
自
由
）
を
7
月

27
日
（
水
）
ま
で
に
持
参
、
郵
送
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
応
募
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。）

※
申
込
書
は
介
護
保
険
課
か
各
支
所
地

域
課
窓
口
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
選
考　

後
日
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

●
提
出
先　

持
参
（
市
役
所
１
階
�
番

窓
口
）、
若
し
く
は
郵
送
か
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
〒
３
９

９
‐
８
２
８
１
（
住
所
記
載
不
要
）

介
護
保
険
課　

介
護
保
険
担
当
m

ka-kaigohoken@
city.azum

ino.
nagano.jp

第
2
次
市
総
合
計
画
策
定
の
た
め
、

調
査
お
よ
び
審
議
を
行
う
市
総
合
計
画

審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
当
該
計
画
策

定
に
係
る
調
査
お
よ
び
審
議
が
終
了

す
る
ま
で

●
活
動
内
容　

第
2
次
市
総
合
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人
。
ま
た

平
日
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き
る

人
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
人
を
除

き
ま
す
。

　

▽
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

の
議
員
▽
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ

び
地
方
公
務
員
▽
市
の
附
属
機
関
等

の
公
募
に
よ
る
委
員
▽
市
税
の
滞
納

が
あ
る
人

●
報
酬　

市
が
規
定
す
る
額

●
応
募
方
法　

期
限
ま
で
に
、
申
込
書

と
小
論
文
を
郵
送
・
持
参
の
い
ず
れ

か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

市
総
合
計
画
審
議
会
委
員
を
募
集

問
政
策
経
営
課
企
画
担
当

（

71
・
２
４
０
１ 

71
・
５
１
５
５
）

介
護
保
険
等
運
営
協
議
会
委
員

を
募
集

問
介
護
保
険
課
介
護
保
険
担
当

（

71
・
２
４
７
２ 

71
・
２
５
０
３
）

平
成
29
年
度
に
採
用
す
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
職
員
を
募
集

問
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組

合
事
務
局（

53
・
５
０
０
０ 

53
・

５
０
０
１
）

集

募

員

委

集

募

員

職

あづみん回数券を交付

高齢者等の事故防止対策のひとつとし
て、自主的に運転免許のすべてを返納し
た場合、デマンド交通「あづみん」の乗
車回数券を交付しています。
●対象者　運転免許の全てを有効期限が

過ぎる前に自主返納した市民
●支援内容　「あづみん」の乗車回数券

9,000 円分を交付（支援は本人のみで
１回限りです）

●申請期間　免許証の自主返納をしてか
ら１年以内

●手続方法　運転免許返納時に交付され
る「申請による運転免許の取消通知書」
と印鑑を持参の上、次の窓口で申請し
てください（郵送による申請はできま
せん）

●申請窓口　地域づくり課（市役所 2 階
4番窓口）

問運転免許証自主返納支援事業に関する
こと
：地域づくり課（471・2495　672・
3176）
運転免許証の返納手続きに関すること
：安曇野警察署（472・0110）
デマンド交通「あづみん」の登録・運行
に関すること
：市社会福祉協議会（472・1871）
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態
に
あ
る
当
事
者
は
参
加
で
き
ま
せ

ん
）

●
内
容　

▽
ひ
き
こ
も
り
の
基
本
的
な

理
解
と
家
族
の
対
応
▽
ひ
き
こ
も
り

の
関
連
す
る
疾
患
▽
地
域
の
支
援
機

関
（
相
談
窓
口
）
▽
ひ
き
こ
も
り
当

事
者
の
体
験
談
▽
家
族
交
流
会
（
希

望
者
に
対
す
る
個
別
相
談
）

●
申
し
込
み　

7
月
22
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費　

無
料

「
高
齢
者
作
品
展
」の
出
品
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

●
出
品
者
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳
以

上
（
昭
和
32
年
4
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
）

●
募
集
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

手
工
芸
、
書
、
写
真

●
申
し
込
み
期
限　

8
月
26
日
（
金
）

●
申
し
込
み　

長
寿
社
会
課
（
市
役
所

1
階
�
番
窓
口
）
に
備
え
付
け
の
作

品
展
出
品
票
へ
記
入
の
上
、
同
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
作
品
搬
入
期
限　

9
月
16
日
（
金
）

●
作
品
搬
入
場
所　

長
寿
社
会
課
窓
口

※
搬
入
時
は
、
作
品
展
出
品
票
2
枚
目

を
作
品
の
裏
へ
貼
り
つ
け
て
梱
包
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）
県
長
寿
社

会
開
発
セ
ン
タ
ー
０
２
６
・
２
２

６
・
３
７
４
１

松
本
保
健
福
祉
事
務
所
と
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ひ
き
こ
も
り
支
援
セ

ン
タ
ー
）
で
は
、
松
本
地
域
に
お
い
て

『
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
』
と
い
わ
れ
る

状
態
に
あ
る
人
の
家
族
を
対
象
と
し
た

「
家
族
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

8
月
2
日
（
火
）・
9
月
1
日

（
木
）
午
後
１
時
～
3
時
30
分

●
場
所　

県
松
本
合
同
庁
舎
2
階
２
０

４
号
会
議
室

●
対
象
者　
「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
」と

さ
れ
る
状
態
に
あ
る
人
の
家
族
で
、

2
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
し
て

受
講
可
能
な
人
。（
ひ
き
こ
も
り
状

第 1 回福祉の職場説明会のご案内県総合教育センターをご利用ください ７月 17 日（日）
市役所庁舎の設備を点検 ハローワーク松本では、福祉の職場に就職を希望する人、福祉の職場や資格等について知りたい人のための

福祉の職場説明会を開催します。
●日時　8 月 2 日（火）　福祉の職場プレゼンテーション　正午～午後 1 時 20 分
　　　　　　　　　　　 職場説明会・就職面接会　午後１時 30 分～ 3 時 30 分
●場所　ホテルブエナビスタ（松本市本庄 1-2-1）
●予約　不要
●費用　無料
問ハローワーク松本　福祉人材コーナー 427・0111
　長野県福祉人材センター 4026・226・7330
詳細は長野労働局または長野県福祉人材センターのホームページをご覧ください。

　長野県総合教育センター（塩尻市）では講堂、研修室、テ
ニスコート、グラウンドを有料で貸し出しています。使用料、
空き状況、申込方法など詳細は、ホームページをご覧いただ
くか、当センターへ問い合わせください。
●施設概要　▷講堂　収容 400 人　▷研修室　収容 20 ～ 120

人の 10 室　▷駐車場　400 台（内グラウンド 150 台） 
問〒 399-0711　塩尻市大字片丘南唐沢 6342-4　長野県総合教
育センター総務部 453・8800
uhttp://www.edu-ctr.pref.nagano.jp/

　トイレで使う中水槽等の点検のため、一
般開放は通常のとおり行いますが、終日ト
イレ等が使えません。当日は「きぼう」な
どの周辺施設をご利用ください。ご不便を
お掛けします。

問財産管理課庁舎管理係　
（471・2257　671・1340）

き
】
申
請
書
お
よ
び
税
の
閲
覧
等
に
関

す
る
同
意
書
・
保
険
証
・
印
鑑
・
自
立

支
援
医
療
用
診
断
書
（
2
年
に
１
度
で

可
。
手
帳
と
同
時
に
申
請
の
場
合
、
手

帳
用
診
断
書
が
あ
れ
ば
不
要
）・
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
の
額
の
分
か
る
も
の

【
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
手
続

き
】
申
請
書
・
手
帳
用
診
断
書
ま
た
は

精
神
障
が
い
を
理
由
と
す
る
障
害
年
金

の
証
書
の
写
し
・
印
鑑
・
顔
写
真
（
縦

4
㌢
×
横
3
㌢
。
新
規
、
等
級
変
更
、

手
帳
を
新
し
く
す
る
場
合
）

●
そ
の
他　

申
請
書
類
は
、福
祉
課（
市

役
所
1
階
�
番
窓
口
）
ま
た
は
各
支

所
地
域
課
に
備
え
て
い
ま
す
。
更
新

の
手
続
き
は
、
有
効
期
限
の
3
カ
月

前
か
ら
可
能
で
す
。

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
（
高
齢
者
向
け
）
の
申
請
書
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
申
請
期
限
は
、
7
月

21
日
（
木
）
ま
で
で
す
。
未
提
出
の
人

は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
給
付
対
象
者
の
申
請
手
続
き　

支
給

対
象
と
な
る
見
込
み
の
人
に
は
市
か

ら
申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
支

給
対
象
と
思
わ
れ
る
の
に
通
知
が
届

か
な
い
、
支
給
対
象
に
な
る
か
確
認

し
た
い
等
、
不
明
な
点
は
連
絡
く
だ

さ
い
。

震
災
直
後
か
ら
募
集
を
開
始
し
た
熊

本
地
震
災
害
義
援
金
は
、
皆
さ
ま
の
温

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
寄

せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、
6
月
20
日
時
点

で
、
２
１
２
万
７
１
３
２
円
と
な
り
、

全
額
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
被
災

者
へ
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

義
援
金
が
被
災
者
に
届
く
ま
で
の
詳
細

は
、
日
本
赤
十
字
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

震
災
の
被
害
が
甚
大
で
あ
り
、
被
災

地
で
は
多
く
の
人
々
が
未
だ
に
避
難
生

活
を
強
い
ら
れ
、
今
後
も
長
期
的
な
支

援
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
日
本
赤
十
字

社
で
は
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
熊
本
・

大
分
の
2
県
へ
の
義
援
金
に
つ
い
て
、

受
付
期
間
を
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で

延
長
し
ま
し
た
。
市
も
こ
れ
に
合
わ
せ

て
受
付
を
延
長
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
温

か
い
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）】統
合
失

調
症
や
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
や

て
ん
か
ん
の
治
療
で
通
院
す
る
際
、

自
己
負
担
１
割
で
か
か
る
こ
と
の
で

き
る
制
度
で
す
。
毎
年
更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
。

【
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
】一
定
の

精
神
障
が
い
を
持
つ
人
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
福
祉
施
策
を
受
け
や
す
く
な
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
申
請

に
は
初
診
か
ら
6
カ
月
経
過
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
2
年
ご
と
の
更
新
が

必
要
で
す
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の
【
両
制
度
共

通
手
続
き
】
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た

は
通
知
カ
ー
ド
・
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
や
障
害
者
手
帳
な
ど
顔
写

真
付
き
の
も
の
１
点
。
ま
た
は
健
康

保
険
証
や
各
種
受
給
者
証
な
ど
か
ら

2
点
。）

【
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
）
の
手
続

穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

祉

福７
月
１
日
か
ら
自
立
支
援
医
療（
精

神
通
院
）
と
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
の
申
請
で
個
人
番
号
の
記

入
が
必
要
に

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

（

71
・
２
２
５
１ 

71
・
２
３
２
８
）

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

問
松
本
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く

り
支
援
課
保
健
衛
生
第
一
係

「
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
」
担
当

（

40
・
１
９
３
８
）

２
０
１
６
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

長
野
県
高
齢
者
作
品
展
作
品
募
集

問
長
寿
社
会
課
長
寿
福
祉
係

（

71
・
２
２
５
４ 

71
・
２
３
２
８
）

低
所
得
者
の
高
齢
者
向
け

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
確
認
を

問
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

71
・
２
２
５
３ 
71
・
２
３
２
８
）

平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

受
付
期
間
を
３
月
末
ま
で
延
長

問
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

71
・
２
２
５
３ 

71
・
２
３
２
８
）

「第 19 回長野県障がい者文化芸
術祭～夢・アートフェスタながの
～」出展作品募集
問福祉課障がい福祉担当

（471・2251　671・2328）

　あなたの作品を出品してみませんか。
●日時　9 月 17 日（土）・18 日（日）午

前 9 時～午後 4 時 45 分（18 日は午後
１時まで）

●場所　長野県障がい者福祉センター（長
野市下駒沢 586）4026・295・3111

●応募資格　県内に住所を有する障がい
のある人

●応募規定　▷部門　絵画・手工芸・書
道・写真・文芸▷応募点数　いずれか
の部門で、１人もしくは１グループ１
点▷作品の規格等　応募作品は、平成
27 年 8 月以降に制作したもの。各部
門の規格は、県障がい者福祉センター
へ確認してください。

●応募方法　8 月 5 日（金）までに、福
祉課（市役所 1 階�番窓口）または各
支所地域課へ、出品申込書を提出して
ください。（文芸部門のみ、8 月 31 日

（水）まで）申込書は、市ホームペー
ジまたは提出場所で入手できます。作
品搬入については申込者に改めて連絡
します。
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●
個
人
情
報
開
示
の
実
施
状
況

平
成
27
年
度
（
平
成
27
年
4
月
～
平

成
28
年
3
月
）
市
個
人
情
報
保
護
条
例

に
基
づ
く
、
市
が
保
有
す
る
個
人
情
報

の
開
示
請
求
は
、
12
件
あ
り
ま
し
た
。

※
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
行
政
へ

の
参
画
促
進
と
開
か
れ
た
市
政
の
実

現
を
目
指
し
て
、
総
合
的
な
情
報
公

開
の
推
進
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
は
じ

め
と
し
た
個
人
の
権
利
・
利
益
を
保

護
す
る
た
め
の
個
人
情
報
の
適
正
な

取
り
扱
い
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
情
報
公
開

お
よ
び
個
人
情
報
保
護
制
度
、手
続
、

審
査
会
に
つ
い
て
の
詳
細
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く
り
事

業
補
助
金
の
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

公
益
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業

に
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

●
申
し
込
み　

地
域
づ
く
り
課
ま
た
は

各
支
所
地
域
課
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
団
体
の

規
約
・
役
員
名
簿
・
予
算
積
算
資
料

を
添
付
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
、
メ
ー
ル
不
可
）

　

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す
。

●
提
出
先　

地
域
づ
く
り
課
（
市
役
所

2
階
4
番
窓
口
）、ま
た
は
各
支
所
地

域
課

●
募
集
期
間　

7
月
6
日（
水
）～
29
日

（
金
）

●
情
報
公
開
の
実
施
状
況

平
成
27
年
度
（
平
成
27
年
4
月
～
平

成
28
年
3
月
）
市
情
報
公
開
条
例
に
基

づ
く
、
公
文
書
の
公
開
請
求
は
、
66
件

あ
り
ま
し
た
。

記念樹の申込期限を８月 31 日まで延長します第 2 回くるりん講座 28

人生の思い出として、また、大切な緑を増やすために、記念樹（苗木と植樹用の用土）を配布しています。
多くの人にご利用いただくため、申込期限を 8 月 31 日まで延長します。
●対象者　市内に住所を有し、市税を完納している人で、次の記念で対象期間に該当する人

①出生した子の保護者、市内に住宅家屋（店舗併用住宅をを含む）を新築または新築住宅を購入した人、
　婚姻した人　　▷平成 27 年 4 月以降（平成 27 年 4 月１日から平成 28 年 3 月 31 日までの期間）
②小学校へ入学した子の保護者　　▷平成 28 年 4 月以降 

●申し込み　市役所 2 階建築住宅課（�番窓口）へ申請してください。（申請書は建築住宅課、各支所または
市ホームページから入手できます。）詳細は広報あづみの 4 月 6 日発行号を確認してください。

●配布期間　10 月 31 日まで
問建築住宅課建築景観係（471・2242　672・3569）

　市民活動サポートセンターでは、市民の皆さんの協働意識の向上と市民活動の契機としていただくため、さ
まざまなテーマによるくるりん講座を開催します。
●日時　7 月 23 日（土）午前 9 時 30 分から 11 時 30 分まで
●場所　市役所 4 階　大会議室
●内容　▷講座「ファンドレイジング～活動資金の集め方～」
　　　　▷交流会
●講師　大塚佳織さん （NPO 法人えんのわコーディネーター）
●対象　どなたでも参加できます
●参加費　無料
問地域づくり課まちづくり推進係　471・2494　672・3176

市
に
は
、
悪
質
商
法
や
振
り
込
め
詐

欺
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
相
談
で
き
る
、
消
費
生
活
相

談
窓
口
“
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
”
が

あ
り
ま
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
で
相
談
し
て
い
い
の

か
し
ら
」「
相
談
す
る
の
が
恥
ず
か
し

い
」な
ど
と
思
わ
ず
、ど
ん
な
こ
と
で
も

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が

被
害
を
防
ぐ
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

●
日
時　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
8
時
30
分

～
午
後
5
時
15
分

●
場
所　

市
役
所
2
階
4
番
窓
口

※
高
齢
者
の
家
族
・
地
域
の
皆
さ
ん
へ

見
知
ら
ぬ
訪
問
者
が
頻
繁
に
来
て
い

る
、
あ
わ
て
て
銀
行
に
行
っ
た
な
ど
の

普
段
と
変
わ
っ
た
様
子
が
見
ら
れ
た
と

き
は
、「
ど
う
し
た
の
？
」「
何
か
困
っ

て
い
ま
す
か
？
」
と
積
極
的
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
ひ
と
言
で
、
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
会
は
、
大
切
な
人
を
突
然
失
っ

た
と
い
う
、
つ
ら
く
苦
し
い
気
持
ち
を

語
り
合
い
、
支
え
合
っ
て
い
け
る
場
で

す
。
同
じ
よ
う
な
体
験
を
も
つ
仲
間
の

中
で
、
安
心
し
て
気
持
ち
を
開
く
こ
と

に
よ
っ
て
、心
が
癒
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

●
日
時　

7
月
23
日
・
9
月
24
日
・
11

月
26
日
・
平
成
29
年
1
月
28
日
・
3

月
25
日
（
奇
数
月
の
第
４
土
曜
日
の

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分
）

●
場
所　

申
込
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

●
費
用　

１
０
０
円
（
お
茶
代
）

●
参
加
対
象
者　

家
族
を
自
死
で
亡
く

さ
れ
た
人
（
自
死
さ
れ
た
人
の
親
・

配
偶
者
・
兄
弟
・
子
ど
も
）

★
対
象
者
以
外
の
参
加
は
お
断
り
し
ま

す
。

●
そ
の
他　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

松
本
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
難
病

療
養
者
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
し
て
、

療
養
生
活
の
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
に

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

第
１
回 

7
月
27
日（
水
）、第

2
回 

9
月
20
日（
火
）、
第
3
回 
11

月
１
日（
火
）時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

2
時
～
4
時
30
分

●
場
所　

松
本
保
健
福
祉
事
務
所
相
談

室
（
松
本
合
同
庁
舎
１
階
）

●
内
容　

医
療
相
談
・
栄
養
相
談
・
生

活
相
談

●
対
象　

神
経
難
病
療
養
者
お
よ
び
そ

の
家
族

●
そ
の
他　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相

談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
松
本
保
健

福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り
支
援
課
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
費
用　

無
料

●
申
し
込
み　

松
本
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
づ
く
り
支
援
課

40
・
１
９
３

８　

47
・
９
２
９
３

mm
atsuho-kenko@

pref.nagano.
lg.jo

穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

会

談

相難
病
医
療
相
談
会

問
健
健
康
推
進
課
健
康
支
援
担
当

（

81
・
０
７
１
４
㈹ 

81
・
０
７
０
３
）

平
成
27
年
度
情
報
公
開
・
個
人

情
報
開
示
の
実
施
状
況

問
総
務
課
庶
務
法
規
担
当

（

71
・
２
４
０
８ 

71
・
５
１
５
５
）

つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く

り
事
業
補
助
金　

追
加
募
集

問
地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

71
・
２
４
９
４ 

72
・
３
１
７
６
）

遠
慮
は
無
用
！
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
気
軽
に
相
談
を

問
地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６ 

72
・
３
１
７
６
）

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（

71
・
２
１

０
０（
直
通
）

松
本
あ
す
な
ろ
の
会（
中
信
地

域
自
死
遺
族
交
流
会
）

問
松
本
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課（

40
・
１
９
３
８
）

開

公

報

情

り

く

づ

ち

ま

●公文書の公開請求

●個人情報の開示請求

実施機関 請求
件数

公開請求 処　理　内　訳 不服申
立て公文書数 公開 部分公開 非公開 不存在 請求拒否 取下げ

市長 50 4,965 3,940 1014 2 6 0 3 1

議会 6 281 225 56 0 0 0 0 0

教育委員会 6 64 47 16 0 0 0 1 0

選挙管理委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0

監査委員 0 0 0 0 0 0 0 0 0

公平委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0

農業委員会 4 197 125 71 0 1 0 0 0
固定資産評価
審査委員会 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 66 5,507 4,337 1157 2 7 0 4 1

実施機関 請求
件数

処　理　内　訳
不服申立て

開示 部分開示 非開示

市長 12 6 3 3 0

議会 0 0 0 0 0

教育委員会 0 0 0 0 0

選挙管理委員会 0 0 0 0 0

監査委員 0 0 0 0 0

公平委員会 0 0 0 0 0

農業委員会 0 0 0 0 0
固定資産評価
審査委員会 0 0 0 0 0

合計 12 6 3 3 0
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●
内
容　

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
写
真
展
示

●
入
場
料　

無
料

●
定
員　

３
０
０
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

7
月
15
日
（
金
）
ま
で

に
耕
地
林
務
課
へ
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

松
本
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で

は
、
農
業
と
暮
ら
し
に
関
す
る
基
礎
的

知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
た
め
に
、
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

▽
第
１
回　

7
月
30
日（
土
）

開
講
式
・
そ
ば
種
ま
き
▽
第
2
回　

10
月
8
日
（
土
）
収
穫
体
験
▽
第
3

回　

11
月
12
日
（
土
）
料
理
講
習
会

▽
第
4
回　

12
月
10
日
（
土
）
そ
ば

打
ち
体
験

●
場
所　

三
郷
ほ
場
・
梓
川
公
民
館

●
定
員　

15
組
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

１
０
０
０
円
／
組
（
別
途

　

料
理
講
習
の
材
料
費
）

●
申
し
込
み　

7
月
11
日
（
月
）
ま
で

に
、
県
松
本
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
（
40
・
１
９
４
８　

47
・
６
５

９
４
）
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
受
付
時
間
は
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分
）

安
曇
野
地
方
の
堰せ
ぎ

の
歴
史
や
農
業
発

展
の
経
緯
、
農
業
用
水
の
役
割
と
こ
れ

を
支
え
て
き
た
取
り
組
み
等
を
知
っ
て

も
ら
い
、
美
し
い
田
園
風
景
を
将
来
に

向
け
て
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
け
ば
良

い
か
を
考
え
ま
す
。

●
日
時　

8
月
１
日
（
月
）
午
後
１
時

～
４
時
45
分

●
場
所　

安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ

ッ
ツ　

中
ホ
ー
ル

廃食用油から作る石けんづくりを体験しませんか下水道への接続はお済みですか？

　市消費者の会で行っている「廃食用油からの石けんづくり」の体験会を開催します。
男性の皆さんの参加も大歓迎です。
●日時　7 月 16 日（土）午前 9 時～午後 1 時
●場所　豊科まちづくり会館　●定員　8 人（先着順）●費用　無料
●持ち物　汚れてもよい服装（長袖、長ズボン）マスク、帽子か手拭い
●申し込み　7 月 11 日（月）から 15 日（金）の間に廃棄物対策課へ電話で申し込みください。（受付時間は
　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分）
※廃食用油回収に協力ください。天ぷらかすなどを取り除き、油が入っていたボトルに入れてふたをしてから、

市内各リサイクルセンター、市役所または各支所地域課へお持ちください。
問廃棄物対策課廃棄物対策担当 471・2490　672・3176

市の下水道整備も終盤を迎え、平成 30 年度には、おおむね完了します。
市では、整備区域内における全戸水洗化を目指して、市民の皆さんへ供用開
始後、速やかに下水道へ接続していただくようお願いしています。

下水道の接続工事は、供用開始の公示がされた日から 3 年以内に行わなけ
ればならないことが、下水道法と市公共下水道条例により義務付けられてい
ます。下水道へ接続することにより、悪臭や害虫の発生が抑えられ生活環境が良くなります。また、安曇野を
潤す河川の水質がきれいになり、豊かな自然環境を作り出すことにもつながります。下水道の役割をご理解い
ただき、一日も早い接続をお願いします。

下水道の接続工事に合わせて水まわりのリフォームを行う場合は住
す ま い る

ま居る応援制度による補助金（上限 20
万円）を利用することができます。詳しくは商工労政課に相談ください。
問下水道課維持管理担当　471・3182　672・3176

提
案

※
詳
細
は
、
出
展
者
募
集
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

8
月
24
日（
水
）ま
で
に

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
持
参
・
郵
送
・
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
環
境
課
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
お
よ
び

募
集
要
項
は
環
境
課
窓
口
（
2
階
5

番
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
、

「
安
曇
野
エコ
プ
ラ
ン・net

（
uhttp://

w
w

w
.azum

ino-ecoplan.net

）で

入
手
で
き
ま
す
。
ま
た
、
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
郵
送
も
可
能
で
す
。
〒

３
９
９
‐
８
２
８
１
（
住
所
記
載
不

要
）
環
境
課
宛
mkankyou@

city.
azum

ino.nagano.jp

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
セ
ミ
ナ
ー

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
は
事
業
者
の
環

境
活
動
の
た
め
に
環
境
省
が
策
定
し
た

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
す
。

認
証
取
得
し
た
地
元
企
業
の
事
例
発
表

も
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

7
月
27
日
（
水
）
午
後
1
時

30
分
～
3
時
50
分

●
場
所　

市
役
所
4
階　

大
会
議
室

●
講
師　

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
審
査
人

小
澤
弘
延
さ
ん

●
事
例
発
表　

赤
羽　

守
さ
ん（
日
本
エ

フ
デ
ィ
株
式
会
社
総
務
部
課
長
補
佐
）

●
費
用　

無
料

●
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

●
内
容　

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
概
要

と
省
エ
ネ
補
助
金
等
の
利
用
法

●
申
し
込
み　
（
一
社
）長
野
県
産
業
環

境
保
全
協
会　

０
２
６
・
２
２
８
・

５
８
８
６　

０
２
６
・
２
２
８
・

５
８
７
２

川
の
自
然
と
文
化
講
演
会

安
曇
野
の
発
展
と
人
々
の
生
活
に
犀

川
が
果
た
し
て
き
た
役
割
、
ま
た
河
原

に
生
息
す
る
昆
虫
類
の
特
徴
と
そ
の
変

遷
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
で
す
。

●
日
時　

7
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
～
5
時

●
場
所　

市
役
所
4
階　

大
会
議
室

●
講
師　

小
松
芳
郎
さ
ん
（
松
本
市
文

書
館
特
別
専
門
員
）、中
村
寛
志
さ
ん

（
信
州
大
学
名
誉
教
授
）

●
費
用　

無
料

●
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

●
内
容　

▽
「
犀
川
の
舟
運
と
街
道
、

交
通
網
の
変
遷
」（
小
松
芳
郎
さ
ん
）

▽
「
河
原
の
昆
虫
た
ち
～
そ
の
保
全

に
向
け
て
～
」（
中
村
寛
志
さ
ん
）

●
申
し
込
み　

不
要

●
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
川
の
自

然
と
文
化
研
究
所 

72
・
３
７
６

８

安
曇
野
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
６

市
と
実
行
委
員
会
で
は
、
環
境
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
活
動
な
ど
を

紹
介
す
る
「
安
曇
野
環
境
フ
ェ
ア
２
０

１
６
」
の
ブ
ー
ス
出
展
者
・
発
表
者
を

募
集
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
安
曇
野
の

快
適
な
暮
ら
し
」
で
す
。
快
適
な
暮
ら

し
に
不
可
欠
な
も
の
、
環
境
保
全
の
た

め
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
広
く
提

案
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ブ
ー
ス
出
展
者
の
募
集

●
日
時　

▽
10
月
8
日（
土
）午
前
9
時

30
分
～
午
後
４
時
▽
10
月
9
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
４
時

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

●
出
展
料　

無
料

●
内
容　

日
ご
ろ
取
り
組
ん
で
い
る
環

境
活
動
の
紹
介
や
環
境
に
配
慮
し
た

商
品
の
販
売
・
提
案

環
境
活
動
発
表
会 

発
表
者
の
募
集

●
日
時　

10
月
9
日（
日
）午
前
11
時
～

●
発
表
時
間　

約
10
分
～
15
分

●
内
容　

環
境
に
関
す
る
課
題
や
解
決

策
、
環
境
活
動
の
成
果
等
の
発
表
・

穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

全

保

境

環環
境
保
全
に
関
わ
る
各
種
催
し

問
環
境
課
環
境
政
策
係

（

71
・
２
４
９
２ 

72
・
３
１
７
６
）

業

農農
業
用
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

～“
伝
え
た
い
”水
路
の
記
憶
、

大
地
の
恵
み
～

問
耕
地
林
務
課
耕
地
担
当

（

71
・
２
４
３
１ 

71
・
２
５
０
７
）

食
と
農
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
の
募
集

問
農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当

（

71
・
２
４
３
０ 

71
・
２
５
０
７
）

鳥獣害防止用爆音器の
騒音防止にご協力を

問農政課集落支援担当
471・2429（直）　671・2507

野生鳥獣から農作物への被害を防ぐ
爆音器を設置される人は、近隣への騒
音被害を防ぐため、次の点にご注意く
ださい。
●設置距離　住宅から直線 200㍍未満

の位置では使用しないでください。
200㍍以上離れた位置であっても、
できる限り事前に近隣住民に知らせ
るなど、周辺環境に十分配慮してく
ださい。

●設置時間　早朝および夜間は、近隣
住民の要望を確認するなどし、使用
の有無に努めてください。また、設
置期間を収獲期に限定するなど、必
要最小限の使用に留めてください。

●補助制度　爆音器に代わる有効な対
策方法として、侵入防止装置や侵入
防止柵などの使用を推進するととも
に、次のとおり購入費用の一部を助
成しています。

▷侵入防止装置※ 1（補助率 3 分の１
/ 上限 8 万円）

※ 1　対象機種…電子防鳥機、大型回
転体および鳥獣駆逐装置

▷侵入防止柵※ 2（補助率 2 分の１/
上限 10 万円）

※ 2　電気柵、金網柵およびネット柵
に限る。

　いずれも購入前に申請手続きが必要
です。
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グローバル化する国際社会に対
応できる人材育成と英会話能力の
向上を目的とし、来年３月に、市
内の中学校に通う生徒の海外ホー
ムステイを行います。
日平成 29 年３月 18 日（土）から

27 日（月）までの 10 日間
場オーストラリア（派遣先）
対市内在住で、市内の中学校に在

学する中学２年生
定 14 人
※希望人数が多い場合は、選考と

なります。
※募集要項・申込書・承諾書等は

市ホームページから入手するか、
中学校に備えます。

費 15 万円
申７月 20 日（水）までに通学して

いる中学校へ所定の用紙に記入
し、提出してください。詳しくは、
募集要項をご確認ください。

夏の夕べをモダン・ジャズの軽
快な演奏で楽しみませんか！
日７月 30 日（土）午後６時～７時

30 分
場穂高会館　講堂
内演奏者　モダン・デュークス

　往年の信州大学のジャズ・サ
ークルが中心になって９年前に
再結成。60 歳代のメンバーが中
心のジャズ・グループ。安曇野
市や長野市を中心に演奏活動中。

▷モダン・ジャズのスタンダード
曲を中心に日本人作曲による曲
も演奏。大人のジャズを気軽に
楽しめます。演奏中の軽い飲食
も可能です。

▷演奏予定曲　「煙が目にしみる」
「ジュビレーション」「サマー・
サンバ」「ウィスパー・ノット」「モ
ーニン」「銭形マーチ」「サンセ
ット・ウオーク」ほか

費無料
申不要

「自分のつまみは、自分で作る」
をモットーに『簡単・ヘルシー・
美味しい』料理を学びましょう。
日全５回・各回２時間予定▷第１

回　７月 23 日（土）午後５時～
▷第２回　９月 24 日（土）午後
５時～▷第３回以降　11 月・１
月・３月の土曜日夕方開催予定

場堀金公民館　調理実習室
講高橋清美さん
対市内在住もしくは勤務の成人（男

女問いません）
費１回 200 円（調理材料費を別途

負担　１回約 500 円）
定 15 人（先着順）
申７月 11 日（月）～ 19 日（火）

の間に、電話で申し込みくださ
い。（受付時間は、午前８時 30
分～午後５時）

※その他　各講座終了後、作った
料理をつまみに、有志の皆さん
で懇親会を予定しています。（飲
み物持参）

カメラの基本的な使い方や写真
の上手な撮り方などを実際に撮影
しながら楽しく学びます。ぜひ気
軽に参加ください。
日８月６日（土）午前９時～正午
場堀金公民館　会議室１
対市内在住または在勤の 20 歳から

40 歳以下の女性
内カメラの使い方や撮影のポイン

トなど、写真の基礎を学びます。
講義の後、ひまわり畑で撮影会
も行います。

費 200 円（印刷代）
持デジタルカメラ、小物雑貨
※カメラがない場合は、相談くだ

さい。貸し出します。（10 人まで）
講杉浦俊之さん
定 20 人（申し込み多数の場合は抽選）
申７月 28 日（木）までに生涯学習

課社会教育担当へ電話またはメ
ールで申し込みください。

美的カレッジ
初心者のためのカメラ講座

問生涯学習課社会教育担当
471・2466　671・2338
mshogaigakushu@city.
azumino.nagano.jp

中学生海外ホームステイ
交流派遣事業

問学校教育課学校教育係
471・2460　671・2338

穂高公民館
夕涼みジャズ・コンサート

問穂高公民館内穂高地域課地域担当
482・5970　682・3990

堀金公民館
おとこの酒

つ ま み

肴講座
問堀金公民館内堀金地域課地域担当
472・5796　672・4900

Information Box

記号説明　日日時　場場所　内内容
対対象　講講師　費費用　定定員
持持ち物等　申申し込み
問問い合わせ　

催し・募集

穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

生涯学習
ふるさとたんけん隊

長峰山たんけん
青少年自然体験講座「ふるさと

たんけん隊」では、「長峰山たんけ
ん」の参加者を募集します。
日８月２日（火）午前８時 30 分～

午後３時 30 分
※明科公民館集合・解散
場長峰山「天平の森」
内長峰山頂で松本盆地の成り立ち

を学習し、昆虫や化石を採集し
ます。

持リュックサック、水筒、タオル、
雨がっぱ、ビニール袋、新聞紙、
虫よけ薬、タッパー（採集用）、
昼食は焼きそばを用意します。

費 500 円（施設使用料、昼食材料）
対市内小学生および同伴希望の保

護者（ただし、１年生は必ず保
護者同伴）

定 25 人（先着順）
申７月 19 日（火）から 21 日（木）

の間に明科公民館へ電話で申し
込みください。（受付時間は午前
９時～午後５時）

第 11 回安曇野明科
親睦ゴルフ大会

市民相互の親睦・交流および健
康・体力向上を目的に、ゴルフ大
会を開催します。大勢参加くださ
い。
日９月７日（水）
場穂高カントリークラブ
対市内在住、市内勤務、または市

出身者
定 200 人（先着順）
費 2,000 円　プレー料金　10,800

円（食事・１ドリンク・消費税
込み）

※乗用カートを使用する場合は
1,080 円別途で掛かります。

申明科公民館窓口に備え付けの申
込用紙に必要事項を記入の上、
８月７日（日）までに明科公民
館へ申し込みください。

問明科地域体育協会明科親睦ゴル
フ大会実行委員会岩渕義明さん

（4090・4843・6258）

明科公民館の催し
問明科公民館内明科地域課地域担当　462・4605　662・5894

開場 今年の夏も、穂高で決まり！　穂高プール開場

学校開放講座　問生涯学習課社会教育担当　471・2466　671・2338

　穂高プールが開場になります。皆さん、ぜひご利用ください。
●期間　7 月 9 日（土）～ 9 月 4 日（日）
●時間　▷土・日・祝日・お盆　午前 9 時 30 分～午後 5 時 15 分
　　　　▷夏休み期間　午前 9 時 30 分～午後 5 時
　　　　▷午後開場　午後１時～午後 5 時（詳細は問い合わせください）
●休場日　7 月 11 日～ 15 日のほか天候不順の場合
●利用料金（一部改定）　　中学生以下 300 円　　高校生相当以上 500 円

問開場日時や利用方法など詳しい内容については穂高プールホームページ
（uhttp://www.fep0294.co.jp/hotaka）をご覧いただくか、穂高プール事務室 482・8388 へ問い
合わせください。

【明科高等学校】
安筑地方の民俗Ⅱ　
―三九郎、まじないと療法、厄難逃れ、佐々木高綱―

長野県全体を視野に入れながら、東筑摩・安曇地方
の年中行事・民間信仰・伝説等の特徴について考えます。
●日時　７月23 日、８月20 日、９月17 日、10 月29 日

全４回　いずれも土曜日、午後１時 30 分～午後３時
※１回のみの参加も可能。
●場所　明科高等学校　会議室　
●講師　巻山圭一さん
●定員　20 人　
●参加費　無料
●申し込み　7 月 11 日（月）午前 9 時から電話・

FAX・ハガキのいずれかで申し込みください。
●申し込み先　〒 399-7101　安曇野市明科東川手 100

明科高等学校　学校開放講座担当宛
　462・4388　681・2021

【穂高商業高等学校】
日商簿記検定 3 級講座

日商簿記検定 3 級が 11 月 20 日（日）に行われます。
その検定合格を目指す講座です。
●日時　7 月 23 日、30 日、8 月 6 日、20 日、27 日、

9 月 3 日、10 日、11 月 5 日、12 日、19 日
全 10 回　いずれも土曜日、午前 9 時～正午　

●場所　穂高商業高等学校　南校舎１階　簿記室
●講師　丸山正紀さん
●定員　20 人（先着）
●教材費　テキスト 1,000 円　問題集 700 円
●申し込み　7 月 11 日（月）午前 8 時 30 分から　

FAX で申し込みください。※電話不可
●申し込み先　〒 399-8303　安曇野市穂高 6839

穂高商業高等学校　学校開放講座担当宛
681・1066　482・2162
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社会福祉法人信濃友愛会（四賀
アイ・アイ等）による展覧会を開
催します。絵が好き、ピアノやカ
ラオケが得意、花摘みが好き、日
向ぼっこが好き、そして何より、人と
の出会いに自然と笑顔が出る…皆
さんにそんな彼らの思いを、絵画や
書、立体作品にのせて届けます。
日７月９日（土）～ 18 日（月）午

前９時～午後５時（入館は午後
４時 30 分まで）　

場豊科近代美術館　２階展示室
費無料（常設展は有料）
※休館日　７月 11 日（月）
※９日（土）は、来場者にポスト

カードと手作りクッキーをプレ
ゼント（先着 30 個）します。

日７月 24 日（日）午後６時～７時
場田淵行男記念館地階展示室
内地元で活躍するクラリネット吹きた

ちの演奏を聴きながら、夏の夕べ
の記念館をお楽しみください。

定 40 人（入場無料、予約不要）

豊科近代美術館　
アイ・ワールド展２０１６

問豊科近代美術館
473・5638　673・6320

田淵行男記念館　信州山の日特
別イベント「VIVO クラリネット
アンサンブル」による夏の夕べ
問田淵行男記念館
472・9964　688・2010

Information Box

催し・募集

穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

美術館など施設

平成 28 年度企画展
髙橋節郎の軌跡

- 出会いと初期作品 -
若き髙橋節郎に大きな影響を与

えた結城素明・東山魁夷などの作
家らの作品と 1960 年代までの初
期の作品を中心に紹介します。
日７月 16 日（土）～９月４日（日）

午前９時～午後５時
※ 会 期 中 の 休 館 日　 ７ 月 19 日
（火）・25 日（月）、８月１日（月）、
８日（月）、22 日（月）、29（月）

費一般 600 円、高校・大学生 400
円。中学生以下、70 歳以上の市
民、障がい者およびその介助者
１人無料。（そのほか割引あり）

企画展
日７月 16 日（土）～８月 28 日（日）
場豊科郷土博物館２階　展示室
費大人 100（80）円（　）内は 20 人以上の団体料金
　中学生以下・市内在住の 70 歳以上の人は無料

「人の一生」講演会と音楽会
日７月 23 日（土）午前 10 時～正午
場豊科交流学習センター「きぼう」多目的交流ホール
内▷講演会　演題「ヒトになる」　講師　倉石あつ子

さん（民俗学研究者・新市立博物館準備室）
▷音楽会「あなたと私、生きる喜びを歌にのせて」
出演　早春賦アーカイブ合唱団

費無料
定 150 人
申７月 22 日（金）までに博物館へ電話で申し込み

ください。

ワークショップ
子どもの魔除け・背守りを作ります

かつては産着など、赤ちゃんの着物の背に「背守り」
といって魔除けのための刺繍やお守りを縫い付けま
した。可愛い背守りを作ってお子さんのシャツにつ
けてみませんか。
日７月 30 日（土）午後１時 30 分～３時
場豊科郷土博物館２階　学習室
講豊科郷土博物館職員
費 200 円（材料代・保険代）
定 30 人（先着順）
申７月 12 日（火）から 29 日（金）までに博物館へ

電話で申し込みくだい。

伝統食を楽しむ　子どもの祝い
子どもの誕生や無事な成長を祝うため、お客を招

いて振る舞ったお膳を作ります。
日８月 20 日（土）午前９時～午後１時
講農村女性学習会
費 300 円（材料代・保険代）
定 30 人（先着順）

企画展「髙橋節郎の軌跡」
記念コンサート

ファゴットと電子ピアノのコン
サートを開催します。
日７月 16 日（土）午後３時～３時

40 分
場美術館　主屋
内▷出演者　白澤春菜さん、須沢

恭子さん▷曲目　 愛の挨拶　ア
メージング・グレイスほか

費無料（企画展の観覧料は有料）

漆パネル制作体験講座
漆黒に輝く金と貝

名誉市民で漆芸術家の髙橋節郎
の技法を、実際に「漆」や「金粉」、

「金箔」などを用いながら、学び体
験します。漆塗りの小パネル（A5
サイズ程度の板）に、「沈金」や、「螺
鈿（らでん）」という伝統技法を講
師に教えてもらいながら、２日間
かけて１枚の作品を制作します。
日８月 27 日（土）・28 日（日）両

日とも午前９時 30 分～午後４時
※全日程の参加が必要です
講東京藝術大学漆芸研究室
対住所年齢不問（付き添いなしで

一人で参加できる人）
定 10 人（先着順）
持昼食
費 3,000 円
申７月 20 日（水）～８月 19 日（金）

の間に美術館へ電話で申し込み
ください。（受付時間は午前９時
～午後５時）

申７月 12 日（火）から８月 19 日（金）までに博物
館へ電話で申し込みください。

ナイトミュージアム
手作りろうそくと夜の博物館で肝試し
日８月 11 日（木）　午後５時 30 分～７時
場豊科郷土博物館
定 30 人（小学校低学年以下の場合は保護者同伴）
費無料（要入館料）
申７月 12 日（火）から８月 10 日（水）までに博物

館へ電話で申し込みください。

博物館ワークショップの参加者募集
昔の道具（民具）を一緒に作りましょう
民具ワークショップ②「大麦の虫かごを作ろう」

かつて「ギッチョカゴ」ともいわれた大麦を使っ
た美しい虫かごを作ります。
日８月２日（火）午前 10 時～正午
場鐘の鳴る丘集会所（穂高郷土資料館）
講矢口健陽児さん
費 50 円（保険代など）
定 30 人（先着順）
申 7 月 12 日（火）から 31 日（日）までに博物館へ

電話で申し込みください。

民具ワークショップ③「自分だけのわらぞうりを作ろう」
夏の素足にひんやりと心地よいわらぞうりです。

日８月５日（金）①午前 10 時～正午　②午後１時
30 分～３時 30 分

場鐘の鳴る丘集会所（穂高郷土資料館）
講高山和夫さん
費 50 円（保険代など）
定①・②各 8 人（先着順）
申７月 12 日（火）から８月４日（木）までに博物

館へ電話で申し込みください。
※すべての申し込み受付は、開館日の

午前９時～午後５時
※休館日　月曜日
　　　　　（月曜が祝日の場合は翌日）

安曇野髙橋節郎記念美術館の催し
問安曇野髙橋節郎記念美術館　481・3030　682・0551

各種情報
日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　持＝持ち物
申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

髙橋節郎「杉の木の寓話」
豊田市美術館蔵

昨年の講座の様子

ON AIR 情報　あづみ野エフエム　76.1MHz で、市からのお知らせ番組を放送中
広報あづみの暮らしのガイド　月曜日～金曜日　朝 6：55 ～　夕方 6：55 ～
広報あづみのラジオ版　月曜日～金曜日　昼 0：45 ～　2：45 ～

名　　　称 内　　　　　　　容 日時・場所 その他 申し込み・問い合わせ

穂高南小学校
50 周年記念バザー

開校 50 周年を記念したバザーを開催し
ます。お楽しみコーナーもありますので、
ご家族でお出掛けください。また、バザ
ーの品物（未使用限定）を提供していた
だける人はご連絡ください。

日：7 月 16 日（土）
　　午前 10：00 ～
　　午後０時 30 分　
場：穂高南小学校
　　体育館

※商品がなくなり
　次第終了します。

問：穂高南小学校　河野寛さん
　　（482・2044）

豊科郷土博物館夏季企画展
「安曇野 人の一生Ⅰ 大人＝一人前になるってどんなこと」

問豊科郷土博物館　472・5672　672・7772

　安曇野で生まれて大人（一人前）になるってどんなことでしょうか。大
人になるまでの過程で、昔に比べて出産や子育てはどのように変化してき
たのでしょうか。市内高校生などへのアンケート結果から分かる「大人」
観の展示のほか、子育てに関する今昔が分かるイベントなども開催します。

子どもの成長を願った背守り（ワーク
ショップで作成します）

※企画展の展示替え作業のため 7 月 15 日（金）は臨時休館します。

記号説明　日日時　場場所　内内容
対対象　講講師　費費用　定定員
持持ち物等　申申し込み
問問い合わせ　
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安曇野を拠点に活躍したい若手
クラシック音楽家を発掘するため
公開オーディションを開催します。

「あづみのジュニアクラシック音楽
会」、「クリスマスコンサート」な
どの出演者の選考も兼ねます。
日７月 30 日（土）▽ジュニアの部

午前９時 30 分～（開場午前９時）
▽一般の部　午後２時～（開場
午後１時 30 分）

場「みらい」多目的交流ホール
定 200 人（先着順）
費無料
申入場整理券を事前配布します。7

月 16 日（土）から「みらい」窓
口、または電話で予約ください。

（月曜、祝日の翌日は休館、開館
午前９時～午後９時 30 分）一人
２枚まで。未就学児はご遠慮く
ださい。

まるやまあやこさん講演会
市穂高出身で「まよなかのトイ

レ」「ひとりでおとまり」など絵本
制作を続けているまるやまさんを
招き講演会を開催します。
日９月 11 日（日）午後１時 30 分

～３時（開場：午後 1 時）
場穂高交流学習センター「みらい」

多目的交流ホール
講まるやまあやこさん（絵本作家

対一般（５歳以上）
費無料
定 200 人（抽選・全席指定）※託

児あり（定員 10 人程度・抽選）
申７月 12 日（火）から各図書館備

え付けの申込用紙、もしくはは
がきなどに郵便番号・住所・氏名・
電話番号を記入し、郵送かファ
クス、あるいは、窓口へ持参し
てください。申込書はホームペ
ージからも入手できます。

※７月 12 日（火）～８月 19 日（金）
（※入場券の発送にて当選発表と
します。８月下旬までに発送）

※まるやまさんの書籍を販売しま
す。購入者に限り、講演会終了
後サイン会を行います。

古紙や包装紙を使って自分だけ
のミニノートを作ります。
日７月 30 日 ( 土 )　午後２時～
場堀金公民館３階　創作室
対小学４年生以上（小学生は保護

者同伴）
費無料
定 10 人（先着順）
申７月 12 日 ( 火 ) の午前 10 時か

ら堀金図書館窓口または電話で
申し込みください。

「信州山の日」大人のための
朗読会

「信州山の日」に合わせ、「山」
にちなんだ朗読会を開催します。
音で聴く壮大な山々をご堪能くだ
さい。
日７月 24 日（日）午後１時 30 分

～３時
場穂高交流学習センター「みらい」

多目的交流ホール
内朗読協力者による朗読
定 100 人（申込不要）

図書館探検ツアー参加者募集
クイズやゲーム、お話会など、

楽しみながら図書館について学び
ます。親子で参加ください。
日７月 23 日（土）午前９時 30 分

～
場穂高交流学習センター「みらい」

グループ研究室
対小学生とその保護者
定 10 組（先着順）
費無料
持ブックコートをかける本１冊
申７月 12 日（火）から中央図書館

窓口、または、電話で申し込み
ください。（受付時間午前９時～
午後５時）

江戸時代に槍ヶ岳を開山した播
隆上人の人となりや開山にいたる
経緯を学びます。
日８月６日 ( 土 ) 午後１時 30 分～

３時 30 分
場「ひまわり」２階　ホール
対中学生以上
講関　悟志さん（大町山岳博物館

学芸員）
費無料
定 40 人程度
申７月 12 日 ( 火 ) の午前 10 時か

ら明科図書館窓口または電話で
申し込みください。

中学生も集まれ！ビブリオ
バトル発表者・観戦者募集
お気に入りの本を５分で紹介し

合い、観戦者の投票で読みたくな
った本を決める「ビブリオバトル」
を開催します。
日【中学生の部】９月 10 日（土）

午後０時 30 分～３時ごろ
【一般の部】９月 10 日（土）午
後３時～５時ごろ

場穂高交流学習センター「みらい」
多目的交流ホール

定（中学生・一般それぞれ）発表
者５人程度・観戦者 50 人程度（先
着順もしくは抽選）なお、観戦
者は両部への申し込み可能

申７月 12 日（火）から９月 2 日（金）
までの間に、各図書館備え付け
の申し込み用紙、もしくははが
きなどに郵便番号・住所・氏名・
電話番号・紹介したい本の「書
名」「著者名」「出版者」を記入し、
郵送かファクス、あるいは、窓
口へ持参してください。申込書
は市ホームページからも入手で
きます。

※優勝者　図書カード 5,000 円分、
参加賞 1,000 円分（発表者）

「心動かされたひと言」を募集
あなたが本を読んで「元気をも

らったひと言（フレーズ等）」を教
えてください。応募は１人１点ま
でとします。（※ことわざ集、四字
熟語、故事成語などの名言集的な
ものやマンガ・雑誌以外でお願い
します。）
申▷はがきでの応募　はがきに、
「元気をもらったひと言」「本の
タイトル」「著者名」、名前（ペ
ンネーム）、年齢、性別、住所、
電話番号を明記の上、下記の宛
先までお送りください。（９月４
日（日）必着。）【宛先】〒 399-
8303 安曇野市穂高 6765-2 中央
図書館
▷応募用紙での応募　必要事項
を記入の上、市内のいずれかの
図書館に提出してください。郵
送の場合は、①はがきでの応募
の【宛先】へお送りください。 
▷メールでの応募　メールに、

「元気をもらったひと言」「本の
タイトル」「著者名」、名前（ペ
ンネーム）、年齢、性別、住所、
電話番号を明記の上、お送りく
ださい。
mazumino-library@city.azumino.
nagano.jp

※応募資格　次の①・②の該当者。 
①安曇野市在住の人 
②安曇野市図書館に利用者登録の

ある人 
※抽選で図書カード
（500 円分）を 50
人に贈呈します。

Information Box
穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

催し・募集
図書館など

第６回あづみの新進音楽家
公開オーディション

問穂高交流学習センター「みらい」
図書館交流課
481・3111　682・0966

堀金図書館クラフト講座
「ミニノートを作ろう」

問堀金図書館
472・3601　672・3602

中央図書館の催し
問中央図書館
484・0111　684・0116

第３回明科図書館ひまわり講座
地域の歴史を学ぶ

「播
ばんりゅう

隆上人と槍ヶ岳開山」
問明科図書館
462・1122　662・1124

講座 研成ホール美術講座 問碌山公園研成ホール　482・0769

ねんどに親しもう
講座 1（3 歳児～小学 2 年生と付き添い者対象）
●日時　7 月 31 日（日）午前 9 時～正午
●講師　西沢さつきさん
講座 2（高校生・一般を対象）
●日時　8 月 1 日（月）午前 9 時～正午
●講師　丸山と志江さん
講座 3（小学 3 年生～中学生（付き添い可）を対象）
●日時　8 月 2 日（火）午前 9 時～正午
●講師　池内詩乃さん　中村　実さん

●場所　3 講座とも碌山公園研成ホール研修室Ⅱ
●参加費　講座ごと 500 円（材料費込み）
●定員　各講座 20 人程度（先着順）

●申し込み　7 月 11 日（月）から 30 日（土）までに
碌山美術館（482・2094）へ申し込みください。

子ども美術教室・想像画を描く
小中学生を対象にした美術講座です。
●日時　8 月 5 日（金）、6 日（土）、7 日（日）午前 9

時～ 11 時
●場所　碌山公園研成ホール研修室Ⅱ
●講師　高野　博さん
●参加費　1,500 円（材料費込み）
●定員　15 人（先着順）
●申し込み　7 月 11 日（月）から 31（日）までに碌

山美術館（482・2094）へ申し込みください。

安曇野市中央図書館　図書館フェスタの催し
問中央図書館　484・0111　684・0116

まるやまあやこさんと著書（福音館書店）

リサイクルコーナーを設置
問中央図書館　484・0111　684・0116

利用者の皆さんから提供していただいた本を自由に持ち帰ることができる「リサイクル
コーナー」を中央図書館、豊科図書館に引き続き、新たに「堀金図書館」と「明科図書館」
に設置しました。ぜひ、ご活用ください。また、リサイクル本の提供も各館で受け付けて
います。各図書館へ問い合わせください。 堀金図書館のコーナー

記号説明　日日時　場場所　内内容
対対象　講講師　費費用　定定員
持持ち物等　申申し込み
問問い合わせ　
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「山の日」登山企画

市民登山参加者募集
北アルプスの女王ともいわれている「燕岳」に登ってみませんか。
国民の祝日「山の日」を記念して、山頂を目指します。

開催日　７月24日（日）・25日（月）
１泊２日（集合時間　午前７時 45 分）

■集合場所　市観光情報センター（穂高駅前）

■歩行時間　24 日（日）約 6 時間
　　　　　　25 日（月）約 5 時間
■費用　25,500 円 ( 燕山荘相部屋宿泊費、中房線乗合バス往復

料金、夕・朝食代、有明荘での入浴料《貸タオル別料金》、
ガイド料、保険料込）

■対象　中学生以上～ 75 歳以下　高校生以下は保護者同伴
■募集人数　14 人（最少催行 7 人）
■申し込み　7 月 6 日（水）から 15 日（金）までに、市観光協会

へ電話で申し込みください。
（受付時間は午前 9 時～午後 5 時 30 分）

申し込み・問い合わせ
安曇野市観光協会（長野県知事登録旅行業第 3・540 号）
482・3133　687・9361
観光交流促進課ブランド推進担当
471・2053　672・1340

燕岳山頂付近

～はじめてのつばくろ（燕岳）登山～


